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特別企画

神奈川における

開翠維    妻

神奈川県農業総合研究所 生 物資源部

きた        の ぶ

ガL        至韮

１
、

は

じ

め

に

神
奈
川
に
お
け
る
熱
水
土
壌
消
毒
シ
ス

テ
ム
の
開
発
は
、　

一
九
八
三
年
に
神
奈
川

県
と
県
内
の
バ
ラ
栽
培
農
家
の
石
井
氏
と

の
共
同
研
究
に
よ
る

「温
湯
を
利
用
し
た

栽
培
土
壌
消
毒
装
置

（実
用
新
案
第

一
五

一
〇
　
五
四
三
号
、

昭
和
五
十
八
年
十
月

十
七
日
と

に
は
じ
ま
る
。

水
土
壌
消
毒
シ
ス
テ
ム
が
ほ
ぼ
完
成
し
！

た
。
こ
の
牽
引
方
式
の
熱
水
土
壌
消
毒

シ
ス
テ
ム
は
通
称

「神
奈
川
方
式
」
と
呼

ば
れ
、

す
で
に
神
奈
川
県
内
の
温
室
バ

ラ
や
施
設
ト
マ
ト
生
産
者
は
も
と
よ
り
ヽ

雨
よ
け
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
等
の
施
設
軟
弱

野
菜
類
あ
る
い
は
キ
ク
や
ユ
リ
等
の
施

設
花
き
生
産
等
で
実
用
技
術
と
し
て
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、

神
奈
川
方
式
の
熱
水
土
壌

消
毒
シ
ス
テ
ム
の
開
発
の
経
緯
、

シ
ス
テ

ム
構
成
と
処
理
効
果
お
よ
び
実
用
利
用
の

現
状
等
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

２
、

シ
ス
テ
ム
開
発
の
経
緯

本
シ
ス
テ
ム
は
、　

一
九
七
〇
年
代
後
半

に
旧
神
奈
川
県
園
芸
試
験
場
に
お
い
て
、

温
室
バ
ラ
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
状
態
で
施

設
内
土
壌
を
消
毒
す
る
た
め
の
技
術
開
発

が
契
機
と
な
っ
て
生
ま
れ
た
。

当
時
、

温

室
バ
ラ
で
は
根
頭
が
ん
し
ゅ
病
が
栽
培
上

の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
が
、

経
営

上
は
多
様
な
品
種
生
産
に
対
応
す
る
た
め

の
部
分
改
植
方
式
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ

っ
た
。　

一
斉
改
植
な
ら
単
純
に
ク
ロ
ル
ピ

ク
リ
ン
で
土
壌
消
毒
す
れ
ば
よ
い
わ
け
だ

が
、

部
分
改
植
だ
と
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
や

臭
化
メ
チ
ル
は
基
本
的
に
使
用
で
き
な
い

た
め
、

当
初
は
蒸
気
消
毒
を
採
用
す
る
方

向
で
対
応
を
進
め
た
。
し
か
し
、
一蒸

気
消

毒
で
は
根
頭
が
ん
し
ゅ
病
菌
が
生
息
す
る

土
壌
深
層
部
は
消
毒
で
き
ず
、

十
分
な
防

除
効
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
、

あ
る
と
き

「温
湯
暖
房

を
利
用
し
て
、

熱
に
よ
り
上
壌
消
毒
す
る

方
法
は
ど
う
か
。

」
と
い
う
こ
と
に
な

っ

た
。

温
室
バ
ラ
栽
培
で
は
温
湯
暖
房
が

一

般
的
で
、
し
か
も
室
温
を
最
低
で
も

一
人

度
Ｃ
以
上
に
保
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
た

め
、

温
湯
の
温
度
は
七
〇
～
人
①
度
Ｃ
と

高
い
値
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
温
湯

の
熱
を
直
接
土
壌
消
毒
に
利
用
で
き
な
い

か
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、

蒸
気
消
毒
の
延
長
線
上
の
発
想
と
し
て
、
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〔注〕 1:ボ イラーの定格出力は、218,000kCal

で、給水ギアポンプ (a)に より給水

管 (b)を 経由して送湯される。ボイ

ラーの保有水量は860′で、自量は約

600kg。

2:ウ インチ (a)お よび散水器 (b)。 ボ

イラーの熱水はcの給油管と通して散

水器に送られる。

3:熱 水が散水孔から土壌表面に散水さ

れている様子。この写真では、右方向

に牽引される。被覆ポリシー トを一部

はずして撮影した。 aは散水器自体が

上の中にもく
｀
り込まないようにするた

めの機能を果たしている。

4:ポ リシートを散水器の上から散布場所

全体に被覆し、散水器から熱水を散布

しながらウインチ (矢印)で 散水器を

矢印の方向に牽引する。

【第 1図】熱水消毒装置を構成するボイラー (1)と

散水装置 (2)お よび熱水の散布状況 (3、
4 )

耐
熱
パ
イ
プ
を
地
中
に
埋
設
し
、

そ
れ
に

暖
房
用
の
温
湯
を
通
し
、

そ
の
熱
に
よ
り

上
壌
消
毒
す
る
間
接
的
な
方
法
を
開
発
し

た
。　

一
九
七
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

を
ス
タ
ー
ト
に
し
て
改
良
を
加
え
、　

一
九

八

二
年
に

「温
湯
を
利
用
し
た
栽
培
土
壌

消
毒
装
置
」
と
し
て
実
用
新
案
と
し
て
登

録
し
、

完
成
さ
せ
る
ま
で
に
至
っ
た
。
し

か
し
、

生
産
現
場
へ
の
普
及
過
程
で
は
パ

イ
プ
の
埋
設
作
業
労
力
の
大
き
さ
に
阻
ま

れ
た
。

一
方
、

同
じ
時
期
に
、

連
作
に
伴
う
塩

類
集
積
の
解
決
策
に
つ
い
て
の
検
討
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
中
で
土
壌
病
害
と

塩
類
集
積
を

一
挙
に
解
決
で
き
る
技
術
と

し
て
熱
水
の
直
接
的
な
土
壌
処
理
散
布
手
・

法
が
浮
上
し
た
。

直
接
的
な
熱
水
散
布
技

術
の
開
発
を
は
じ
め
た

一
九
七
七
年
に
は
い

ま
ず
ド
ラ
ム
缶
で
湯
を
沸
か
し
、　

一
人
○

滅
の
上
壌
を
入
れ
た
大
型
木
箱
を
用
い
て

熱
水
散
布
実
験
を
行

っ
た
。

そ
の
後
、　

一

九
八
二
年
に
は
ノ
ズ
ル
付
き
の
耐
熱
性
塩

ビ
パ
イ
プ
を
用
い
て
、

二
層
ア
ル
ミ
蒸
着

フ
ィ
ル
ム
ト
ン
ネ
ル
内
で
熱
水
を
散
布
す

る
試
験
を
茅
ヶ
崎
市
の
バ
ラ
栽
培
農
家
の

温
室
で
実
施
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
試
験
で

の
問
題
点
を
改
良
し
、　

一一九
八
五
年
に
Ｌ
ガ

現
在
の

「神
奈
川
方
式
」
の
ほ
ぼ
原
型
と
「

な
る
牽
引
散
布
型
の
熱
水
土
壌
消
毒
装
置

が
で
き
あ
が
つ
た
。
こ
の
装
置
は
、

処
理

方
法
の
簡
便
さ
と
絶
大
な
処
理
効
果
の
た

め
、

神
奈
川
県
内
の
温
室
バ
ラ
農
家
の
間

に
ま
た
た
く
ま
に
普
及
し
た
。　

一
九
八
九

年
に
な

っ
て
移
動
式
ボ
イ
ラ
ー
を
組
み
合

わ
せ
て
温
風
ボ
イ
ラ
ー
で
加
温
す
る
施
設

で
も
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も

あ

っ
て
、

施
設
ト
マ
ト
栽
培
で
積
極
的
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
現
在
に
至

っ
て

い
る
。

３
、

神
奈
川
方
式
の
熱
水
土

壊
消
毒
シ
ス
テ
ム
の
概

要

曇

）
シ
ス
テ
ム
構
成

本
シ
ス
テ
ム
は
、

ボ
イ
ラ
ー
、

熱
水
散

布
装
置
お
よ
び
こ
れ
を
章
引
す
る
ウ
イ
ン

チ
を
組
み
合
わ
せ
て
、

散
布
幅
に
合
わ
せ

た
大
き
さ
の
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
土
壌
を
被

覆
し
た
状
態
で
熱
水
を
散
水
す
る
方
式
を

と

っ
て
い
る

（第

一
図
十

一
、

二
参
照
）
。

熱
水
散
布
に
先
だ
っ
て
、

熟
水
が
で
き
る

だ
け
上
壌
の
深
い
部
分
ま
で
到
達
す
る
よ

う
十
分
深
耕
し
て
お
く
。

次
に
熱
水
散
布

装
置
と
ウ
イ
ン
チ
を
作
業
開
始
場
所
に
セ

ウ
ト
し
、

熱
水
散
布
装
置
の
上
か
ら
処
理

す
る
エ
リ
ア
全
体
を
ポ
リ
フ
イ
ル
ム
で
被

覆
し
た
後
（第

一
図
十
三
、

四
参
照
）
、

熱

水
散
布
装
置
を
ウ
イ
ン
チ
で
牽
引
し
て
自

動
運
転
に
入
る
。

熱
水
の
散
布
量
は
対
象

作
物
の
根
圏
の
深
さ
に
応
じ
て
決
め
る
こ
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と
に
な
る
が
、

栽
培
期
間
が
長
く
根
圏
が

深
い
温
室
バ
ラ
や
施
設
ト
マ
ト
栽
培
で
は

一
平
方
財
当
た
り
三
〇
〇
脳
程
度
に
、

ホ

ウ
ラ
ン
ソ
ウ
や
コ
マ
ツ
ナ
等
の
栽
培
期
間

が
短
く
、

根
圏
も
比
較
的
浅
い
軟
弱
野
菜

類
で
は

一
五
〇
滅
程
度
に
設
定
す
る
。
シ

ス
テ
ム
側
の
散
湯
量
設
定
は
、

熱
水
散
布

幅
、

ボ
イ
ラ
ー
の
熱
容
量
お
よ
び
供
給
可

能
水
量
と
を
考
慮
し
て
ウ
イ
ン
チ
の
牽
引

速
度
で
調
節
す
る
。　

一
工
程
が
終
了
し
た

ら
、

次
の
処
理
場
所
に
ウ
イ
ン
チ
と
熱
水

散
布
装
置
を
移
動
し
、

再
び
熱
水
処
理
作

業
に
入
る
。

所
用
時
間
は
施
設

・
圃
場
の

形
状
と
散
湯
量
に
よ
る
が
、

施
設
で
は
約

四
日
で
、

露
地
で
は
二
日
で

一
〇
イ
を
処

理
で
き
る
。

合
じ

処

理
効
果

熱
水
処
理
後
の
地
温
変
化
を
第
二
図
に

示
し
た
が
、

三
〇
投ン
財
ま
で
の
作
土
層
で

は
フ
ザ
リ
ウ
ム
の
死
減
温
度
で
あ
る
五
五

度
Ｃ
以
上
の
温
度
が
実
に
三
二
時
間
に
も

わ
た
っ
て
保
た
れ
る
こ
と
が
わ
か
る

（第

二
図
参
照
▼

主
要
な
土
壌
病
原
菌
の
埋
設
試
験
で
は

い
ず
れ
も
高

い
防
除
効
果
が
認
め
ら
れ

（第
二
図
Ａ
参
照
）
、

土
壌
物
理
化
学
性
は

四
〇
衆ン
財
ま
で
の
作
土
層
の
Ｅ
Ｃ
は
〇

・

一
ｍ
Ｓ
／
尭
ン

財
以
下
に
、

カ
リ
は
処
理
前

の
三
分
の

一
以
下
の
値
ま
で
低
下
す
る
と

と
も
に
、　
ｐ
Ｈ
は
適
正
値
ま
で
上
昇
す
る

な
ど
顕
著
な
土
壌
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果

が
得
ら
れ
る
こ
と
も
大
き
な
利
点
で
あ
る

（第

一
表
参
照
）。

笑
証
試
験
事
例
で
は
、

熱
水
処
理
効
果
け

100

90

80

,忌 70

60

度 5 0

℃ 40

30

20

10

0

22時間

6      9     12     15      18     21      24

時  間

【第 2図 】熱水処理後の土壊深度別の温度変化 (北1990)

50

発  病  度

20

土

壌 3 0

深

度 5 0

70

50

発  病  度

【第3図】熱水土壊消毒の深度別、病害別発病抑制効果 (A)
およびトマト掲色根腐病発病抑制持続効果 (B)(岡 本2tX12)
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壌
度

土
深

pH EC' CaOC 在ヽgOC K2°° P2°5'

処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後

10 cm

20 cm

301m

40 cm

6.06

5。83

5.94

5。94

6.60

6.17

6 . 2 1

6。19

0 . l t X l

O.068

0。061

0,128

５０

０５

‐９

０５

541

501

495

512

152

137

129

135

105

1側

25

16

57

43

16

126

【第1表】熱湯処理が土壊の化学性に及ぼす影響a (Jヒ1990)

〔注〕a:熱 湯処理10日後に採取した土壌の測定値、b ims/cm、 c:い ずれも乾±100g当 たりのmgを 示す。
diト ルオグ法による分析値。

〔注〕1)3作 の平均値を示す。2)こ れのみ第1作目の測定値 (1999年2月15日調査)。
3)100g未 満の果実。品種は 「ハウス桃太郎」。

【第3表】土壊消毒に関わる費用 (単位 :1,000円/10a)

(北畠2002)

ぜ
共
第
二
図
Ｂ
参
照
）、

い
ず
れ
の
年
度
と
も
初

作
時
か
そ
れ
以
上
の
収
量
が
得
ら
れ
て
い

る
（第
二
表
参
照
）。
熱
水
消
毒
に
か
か
る

資
材
は
、　

一
〇
イ
当
た
り
Ａ
重
油
が
約
二

ｆ
籾
、

水
が
約
二
〇
〇

ント
ぉ
よ
び
亘
相
二

〇
〇
げ
電
源
で
あ
る
。
コ
ス
ト
は
Ａ
重
油

の
値
段
と
使
用
す
る
水
量
に
よ
る
が
、

熱

水
土
壌
消
毒
で
は
そ
の
効
果
が
少
な
く
と

も
三
年
間
は
持
続
す
る
こ
と
か
ら
、　

一
年

当
た
り
で
は
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
を
使
用
し

た
場
合
と
ほ
ぼ
同
等
の
経
費
で
実
施
で
き

る
（第
三
表
参
照
）
。

さ
ら
に
い
熱
水
土
壌

消
毒
法
に
は
顕
著
な
土
壌
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
効
果
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
に
伴
う
増
収

効
果
と
三
年
に

一
回
の
消
毒
労
力
で
よ
い

と
い
う
省
力
効
果
等
を
考
慮
す
る
と
ク
ロ

ル
ピ
ク
リ
ン
処
理
に
比
べ
は
る
か
に
有
利

と
な
る
。

４
、

施
設
ト

マ
ト
栽
培
で
の

適
用
事
例

明
る
い
海
の
イ
メ
ー
ジ
で
全
国
的
に
も

有
名
な
神
奈
川
県
の
湘
南
地
域
は
、

冬
季

の
日
照
時
間
が
多
く
、
一気

候
も
温
暖
な
こ

と
．か
ら
、
ト
マ
ト

・
キ
ュ
ウ
リ
を
中
心
と

し
た
施
設
園
芸
が
盛
ん
な
地
域
で
も
あ
る
。

こ
の
湘
南
地
域
で
は
、

昭
和
六
十
三
年
頃

か
ら
施
設
ト
マ
ト
栽
培
で
も
熱
水
土
壌
消

毒
が
導
入
さ
れ
、

現
在
、

五
〇
軒
以
上
の

ト
マ
ト
栽
培
農
家
が
熱
水
土
壌
消
毒
を
実

施
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、

神
奈
川
県
の

施
設
ト
マ
ト
の
立
毛
共
進
会
で
農
林
水
産

大
臣
賞
と
神
奈
川
県
知
事
賞
を
そ
れ
ぞ
れ

三
回
も
受
賞
し
た
平
塚
市
の
斎
藤
晴
夫
氏

は
、

熱
水
土
壌
消
毒
を
核
に
し
た
洗
練
さ

れ
た
促
成
ト
マ
ト
栽
培
を
実
践
し
て
い
る
。

五
、

〇
〇
〇
平
方
財
の
ガ
ラ
ス
温
室
を
使

っ
た
促
成
ト
マ
ト
と
抑
制
キ
ュ
ウ
リ
栽
培

〔注〕 1)機 械設置 ・リース料で、 ( )は 購入の場合の値を示す。
熱水土壌消毒機購入の場合の使用価格は、機械価格3,6∞千円、
耐用年数10年残存価格10%、 3戸 共同利用、 1戸当たり施設面積50aと して、
薬剤利用の場合、第2作 の機械費は、機械価格81千円、耐用年数 5年、残存10%、
年間10時間利用としてそれぞれ算出した。

2)水 道料203円/m3、 重油32円/′ 、ガソリン9o円/′ で計算した。
3)ク ロルピクリンくん蒸剤の場合、52千円となる。

【第2表】促成トマト栽培における生育状況、収量および不良果の規格別害J合1)

苗 処理区
草丈2)

(cm)

収穫 した

花房数
総収量

(kg/株 )

可販果率
(%)

不良果規格別割合 (%)

空洞 奇形 小呆3) 尻腐他

自 根

接 木

実証 (熱水)区
対 照  区

実証 (熱水)区
対 照 区

‐６

４６

‐５

範

３４

略

３２

２３

３６

％

３８

２２

項   目

熱水土壌消毒区 薬剤防除 (対照)区 1)

1処理
3作 当り

1作平均

第 1 作 第2作 第3 作

3作計 1作平均バスアミド

微粒剤
キルパー クロルピク

リンテープ 3 )

薬 剤 費

資 材 費

機 械 費1 )

光熱水費2)

内水道料
内重油代

16.7

60.5

( 6 4 , 8 )

152.3
51.5
1 ∞. 8

5 . 6

20.2

( 2 1 . 6 )

28.1

16:7

22を8

16.7

2 . 9

0 . 4

225.0

16。7

275.9

50.2

2 . 9

0 . 4

92.0

16.7

2 . 9

0 。4

合 計 229.5 449 329.4 109.8
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の
ほ
か
、

水
田
と
露
地
野
菜
栽
培
を
加
え

た
多
角
的
な
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

そ
の
中
心
と
な
る
の
が
促
成
ト
マ
ト
栽
培

で
あ
る
。

斎
藤
氏
が
熱
水
土
壌
消
毒
を
初
め
て
実

施
し
た
の
は
平
成
元
年
八
月
の
こ
と
で
あ

る
が
、

当
時
は
ま
だ
ト
マ
ト
の
で
き
も
よ

く
、

熱
水
土
壌
消
毒
の
効
果
は
そ
れ
ほ
ど

強
く
感
じ
な
か

っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、

そ
の
後
連
作
を
続
け
る
う
ち
に
褐
色
根
腐

病
の
発
生
が
目
立
ち
は
じ
め
、

そ
の
被
害

の
た
め
に
立
毛
共
進
会
で
の
受
賞
も
遠
の

く
よ
う
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

そ
の
間
、

接
ぎ
木
栽
培
は
も
と
よ
り
、

嫌
気
性
菌
の

利
用
等
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
策
を
と
っ
て
き

た
が
、

い
ず
れ
も
効
果
は
不
十
分
で
、

な

に
か
画
期
的
な
手
法
は
な
い
か
と
悩
ん
で

い
る
最
中
に
思
い
出
し
た
の
が
熱
水
土
壌

消
毒
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
平
成
六
年
の

夏
、
ト
マ
ト
の
収
穫
を

一
カ
月
早
く
切
り

上
げ
、

熱
水
土
壌
消
毒
を
入
念
に
実
施
し

て
み
た
と
こ
ろ
、

そ
の
年
の
促
成
栽
培
で

は
褐
色
根
腐
病
は
ま

っ
た
く
発
生
せ
ず
、

ト
マ
ト
の
収
量
は
初
作
と
同
等
あ
る
い
は

そ
れ
以
上
に
よ
み
が
え

っ
た
。

「熱
水
土

壌
消
毒
の
お
か
げ
で
、

前
年
に
比
べ
売
り

上
げ
が
二
〇
〇
万
円
も
ア
ッ
プ
し
た
。
こ

れ
が
わ
か
つ
て
い
た
ら
、　

一
年
早
く
熱
水

土
壌
消
毒
機
を
購
入
し
て
お
く
べ
き
だ

っ

た
。」
と
斎
藤
氏
は
心
か
ら
反
省
し
た
と

い
う
。

そ
の
後
、

斉
藤
氏
は
熱
水
土
壌
消

毒
機
を
個
人
で
購
入
し
、　

二
棟
あ
る
ガ
ラ

ス
温
室
を
二
～

二
年
お
き
に
順
番
に
熱
水

処
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

安
定
し
た
ト

マ
ト
栽
培
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、

仲
間

の
ト
マ
ト
栽
培
農
家
に
も
機
械
を
貸
し
出

し
て
、

熱
水
土
壌
消
毒
の
普
及
に
も

一
役

買

っ
て
い
る
。

５
、

お

わ

り

に

神
奈
川
生
ま
れ
の
牽
引
方
式
の
熱
水
土

壌
消
毒
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
、

何
と
い
っ

て
も
生
産
者
と
と
も
に
開
発
し
た
実
用
性

に
あ
る
。

理
論
的
に
は
十
分
な
量
の
熟
水

を
散
布
し
て
作
土
を
加
熱
し
、

こ
れ
に
よ

ヶ
病
原
微
生
物
を
死
減
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
い
い
わ
け
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
熱
水
処
理
手
法
が
あ
り
う

る
。
し
か
し
、

で
き
る
だ
け
低
コ
ス
ト
、

省

労
力
で
熱
水
処
理
で
き
る
装
置
で
な
け
れ

ば
実
用
的
な
利
用
は
期
待
で
き
な
い
。

そ

の
点
、

神
奈
川
方
式
は
、

生
産
現
場
に
お

け
る
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
を
通
し
て
作

り
上
げ
ら
れ
た
実
践
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、

す
で
に
実
用
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
開
発
当
初
は
、

土
地
生
産
性
が

高
く
、

経
営
も
安
定
し
て
い
た
温
室
バ
】７

生
産
で
は
普
及
し
た
が
、

温
室
バ
ラ
に
比

べ
土
地
生
産
性
が
低
く
、

施
設
面
積
が
大

き
く
、

ま
た
土
壌
消
毒
の
時
期
が
農
家
間

で
重
な
る
施
設
ト
マ
ト
栽
培
で
は
な
か
な

か
普
及
が
進
ま
な
か
っ
た
。
し
か
し
、　

一

九
九
七
年
の
臭
化
メ
チ
ル
剤
の
全
面
使
用

禁
止
と
い
う
思
い
が
け
な
い
国
際
情
勢
の

変
化
を
機
に
そ
の
実
用
性
が
認
め
ら
れ
、

施
設
ト
マ
ト
栽
培
で
も
こ
こ
数
年
で
急
速

に
普
及
が
進
ん
で
い
る
。

神
奈
川
方
式
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た

当
初
、

「畑
に
お
湯
な
ん
か
ま
い
て
ど
う
す

る
ん
だ
。」
と
生
産
者
や
関
係
指
導
機
関
の

方
々
に
よ
く
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

今
回
、

初
め
て
熱
水
土
壌
消
毒
と
い
う
方

法
を
知

っ
た
方
々
は
お
そ
ら
く
同
じ
感
覚

を
お
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
し
、

実

際
に
土
壌
の
透
水
性
を
確
保
す
る
こ
と
な

ど
解
決
す
べ
き
課
題
も
多
い
。

し
か
し
、

熱
水
土
壌
消
毒
に
は
土
壌
病

害
対
策
に
加
え
て
驚
く
よ
う
な
土
壌
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
が
あ
る
の
で
、

そ
の
点

を
含
め
て
熱
水
処
理
効
果
を
十
分
ご
理
解

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

積
極
的
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

発売元 J輔覇夢群義妻皇3畿務財衆ゴ説告社 東京都中央区日本橋本町2-6-3 Tel日(03)3666-7730

ミナミキイ回アザミウマに Bayer Cropscience

ね す み の 捕 か くに 80枚入 ダ ンボール函入

【適用作物】きゅうり・なす・ピーマン・さやいんげん・かぼちゃ・とうがん。にがうり

●高性 能粘 着剤● 10限

果菜類の大敵

JF 今 月の農業 5月 号 修θ冴ジ


